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ーが完成ンタ補生撞祉セ
昨
年
十
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た

櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
、
総
事
業
費
一

億
一
千
七
百
万
円
で
、
三
月
十
日
に
完

成
し
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
今
ま
で
使

わ
れ
て
い
た
隣
保
館
が
老
朽
化
と
白
ア

リ
等
の
被
害
を
受
け
危
険
で
あ
る
た
め

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
目
的
は
地
域
住

民
の
生
活
上
の
各
種
相
談
事
業
を
は
じ

め
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
等
の
総
合
的

な
事
業
を
行
い
、
国
民
的
課
題
と
し
て

の
同
和
問
題
の
す
み
や
か
な
解
決
に
資

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
二
階
建
て
、
延
面
積
四
八
七
・

O
六
平
方
引
で
、
事
務
室
、
相
談
室
、

生
活
改
善
室
、
教
養
誤
楽
室
、
会
議
室
、

保
健
衛
生
室
、
集
会
室
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

各
種
事
業
等
の
活
動
拠
点
と
し
て
、

地
域
発
展
の
た
め
大
い
に
役
立
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
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水道料金改定のお知らせ臨田園甲

F品『

え

お

睡盟国守

弘司

水
道
事
業
の
経
営
に
必
要
な
経
費
は

「
水
を
供
給
し
て
得
た
収
入
で
ま
か
な

う
こ
と
」
が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
漏
水
、
赤
水
、
水
不
足
な
ど

の
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
第
三
次
拡

張
工
事
を
実
施
中
の
現
在
、
水
道
事
業

会
計
だ
け
で
の
経
営
は
難
し
く
、
一
般

会
計
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い
る
状
態

で
す
。安

定
し
た
供
給
と
経
営
の
た
め
に
、

四
月
徴
収
分
か
ら
水
道
料
金
が
改
定
に

な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
顕
い
し
ま
す
。

長
浜
町
上
水
道
の
匡
史

長
浜
町
の
上
水
道
は
、
大
正
十
四
年

今
坊
の
幸
口
川
を
水
源
と
し
て
築
地
の

上
に
長
浜
浄
水
場
を
つ
く
り
、
旧
長
浜

町
に
給
水
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
第
二
次
拡
張
工
事
を
行
い
、

昭
和
四
十
年
に
肱
川
を
水
源
と
し
た
柴

浄
水
場
が
完
成
し
ま
し
た
が
、

古
い
施
設
が
残
っ
て
い
た
た

め
、
漏
水
や
赤
水
が
た
び
た

び
発
生
し
た
り
、
小
規
模
な

簡
易
水
道
施
設
で
は
水
が
足

り
な
い
地
域
が
出
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
き
て

い
ま
し
た
。

現
在
の
水
道
状
況

そ
こ
で
長
浜
町
で
は
、
振

興
計
画
基
本
構
想
に
基
づ
く
、

将
来
の
人
口
・
需
要
増
加
に

対
応
し
、
水
道
が
い
つ
で
も

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

給
水
区
域
の
拡
張
、
水
源
の

拡
充
、
浄
水
方
法
の
変
更
を

内
容
と
す
る
第
三
次

拡
張
工
事
を
、
昭
和

五
十
八
年
度
か
ら
昭

和
六
十
三
一
年
度
完
成

の
予
定
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
借
入
金

の
利
息
や
、
減
価
償

却
費
の
割
合
が
年
々

増
え
、
現
在
の
経
営

努
力
も
限
界
に
達
し
、

値
上
げ
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
し
た
。

水
道
は
、
生
活
に

欠
か
せ
な
い
か
命
の

道
々
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
水
の
需
要
に

応
じ
て
、
計
画
的
、

広
域
的
に
水
道
を
整

備
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
き
れ
い

な
水
を
安
定
し
て
給

水
す
る
た
め
、
料
金

改
定
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

条
例
の
一
部

を
改
正

三
月
十
五
日
か
ら

開
会
さ
れ
た
町
議
会

第
一
固
定
例
会
で
長

浜
町
上
水
道
事
業
給

水
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
四
月
徴
収

の
水
道
使
用
料
か
ら

下
表
の
と
わ
り
に
な

り
ま
し
た
。

表

専 用 栓 連用 栓 壬ft¥ 用 栓 特 日リ 栓

基本料 金 従量料金 基本 料 金 従量料金 船舶用 臨時用

13~益
1，500円

11m'以上 13~益
1，230円

11ぱ以上 1ぱにつき 基本料金は
( 1，200円)

1m'につき
( 980円)

1m'につき 230円 専用栓と同

16先
1，870円

200円 16~由
1，470円

200円 (170円) 額とし、11m'
( 1，440円) ( 1，130円)
2，150円

(150円)
1，590円

(150円) 以上 1m'に

20% 
( 1，650円) 20先

( 1，220円)
っき

2，520円 1，780円
230円

25見
( 1，940円) 25~自

( 1，370円)
(170円)

30~自
3，780円

( 2，910円)

40~自
5，370円

( 4，130円)

50~前
8，180円

( 6，290円)

布施
15，430円

※ ( )内は、旧使用料金
(11_，_~70円)

備考 1 2世帯以上が生活する住宅で、受水槽を設置している場合は、上記によらず基本料金50m'ま
で7，800円 (6，000円)とし、 51m'以上 1ぱにつき200円 (150円)とする。ただし、町営住宅
については、各戸に設置したメーター器により上記専用料金を適用する。

2. 公衆浴場は基本料金100ばまで7，500円 (6，000円)とし、 101m'以上 1m'につき 100円(75
円)とする。

( 1戸または 1世帯 1か月分)
金寸

す
叫
，

n
，

用使道水
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内
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
ま
る
U

『
未
来
を
ひ
ら
く
か
ゆ
が
は
ま

醜
川
川
あ
ら
し
と
開
閉
橋
の
開
』

町
ゃ
つ
く
り
委
員
会
が
昨
年
秋
に
「
町

の
P
R
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
五
百
八
十
一
点
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
、
親
し
み
易
さ
、
町

の
将
来
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
、
斬

新
性
等
を
考
慮
し
選
考
し
た
結
果
、
三

点
の
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
応
募
作
品
を
参
考
に
、
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
、
長
浜
町
に
相
応
し
い
も

の
と
し
て
「
未
来
を
ひ
ら
く
な
が
は
ま

・
:
肱
川
あ
ら
し
と
開
閉
橋
の
町
』
が
町

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
決
定
し
ま
し

た。
今
後
は
、
町
の
封
筒
、
チ
ラ
シ
等
に

画面盟-JR夕、イヤ改正

減討議;母秘密，
(白j竜)上自奇寛悪ちゃん

印
刷
し
、
広
く
町
の

P
R
に
役
立
て
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
各
事
業
所

で
も
大
い
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
優
秀
]

O
未
来
を
ひ
ら
く
開
閉
橋
の

町
:
な
が
は
ま

長
浜
中
学
校
二
年
大
野
正
行
(
柴
)

O
肱
川
あ
ら
し
と
開
閉
橋
の
町
:
・
な
が

は
ま

長
浜
中
学
校
一
年
上
田
容
子
(
下
須
戒
)

長
浜
高
校
二
年
木
村
由
美
(
柴
)

O
四
季
折
々
の
ド
ラ
マ
と
未
来
を
ひ
ら

く
町
・
:
な
が
は
ま

'

中

甫

笹
本
栄昭和62年 4月7日生まれ

(父

1
俊
治
さ
ん
・
母
H
U
益
子
さ
ん
)

瞳轟轟購

J
門
代
田
菌
、

審
の
ダ
イ
ヤ
改
正

|
瀬
戸
大
橋
開
通
記
念
ダ
イ
ヤ

J
R
四
国
で
は
、
瀬
戸

大
橋
開
通
に
合
わ
せ
、
四

月
十
日
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
を

左
表
の
と
お
り
に
改
正
し
ま
す
。

今
回
の
ダ
イ

ヤ
改
正
に
よ
り
、

瀬
戸
大
橋
を
利

用
し
た
東
京
、

大
阪
へ
の
所
要

時
間
が
、
約
二

時
間
短
縮
さ
れ
、

大
変
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

海
岸
線
に
つ

い
て
は
、
長
浜

発
上
り
列
車
が

現
行
の
十
一
時

三
十
分
か
ら
、

十
二
時
三
十
三

分
と
約
一
時
間

遅
く
な
り
、
ま

た
、
下
り
長
浜

発
八
時
四
十
五

分
と
十
時
十
九

分
の
列
車
が
、

現
行
の
大
洲
止

ま
り
か
ら
八
幡

浜
ま
で
延
長
さ

れ
た
ほ
か
、
朝

の
通
勤
、
通
学

用
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
上
り
列
車
(
午
前
六
時

か
ら
八
時
台
)
の
発
車
時
刻
が
、
現

行
よ
り
約
十
分
程
度
早
く
な
り
ま
し

た。※
瀬
戸
大
橋
渡
橋
、
記
念
博
覧
会
見

10実施

行 先 八幡浜発 大洲発 白j竜発 出石発 長浜発 喜多i難発 伊予市発 松山着
松 山 5 : 39 5 : 46 6 : 25 6 : 43 
北 条 5: 28 5 : 53 6 : 13 6: 18 6 : 24 6: 32 7: 18 7: 40 
干公 山 6 : 18 6: 43 7: 05 7: 11 7 : 16 7: 24 8: 02 8: 23 
松 山 8: 14 8 : 31 8: 36 8: 46 8: 53 9: 40 9 : 59 
松 山 9: 06 9: 47 10: 04 10: 09 10 : 18 10 : 25 11 : 01 11 : 20 
松 山 11 : 45 12: 06 12 : 22 12 : 28 12 : 33 12: 40 13 : 19 13: 38 
北 条 12 : 29 12 : 50 13 : 07 13 : 12 13 : 21 13 : 28 14: 03 14: 21 
松 山 13 : 34 14: 06 14 : 23 14 : 29 14: 34 14: 41 15 : 24 15 : 43 
松 山 14: 52 15 : 20 15 : 40 15 : 45 16: 01 16: 08 16 : 45 17: 04 
松 山 16 : 52 16: 47 17 : 11 17 : 17 17 : 33 17: 40 18 : 31 18 : 51 
松山 18: 00 18 : 22 18: 42 18: 47 19 : 15 19 : 22 20: 13 20: 41 
松山 20: 10 20: 27 20: 32 20: 39 20: 46 21 : 26 21 : 44 

で育女愛れる健願 一字で、
すつのさかく康い両元をすみ
。こ子れら、では親の取。な
とにるもだ明、の宮り歌さ

さ、人ん

ん心でこ
にの あん
名広 りに
イ寸い 、ち
け子僧は
で供侶。
もにでト毛ム
ら育c もは

いつあ「
まよるカ、
しう良み
たに寛ざ
。とさき

、んひ

大のろ I
阪寛え I
σコσコL_i

4 S 63 時刻表..JR四国予讃本線(海岸醸)
り上

学
等
、
切
符
購
入
の
わ
問
い
合
わ
せ

は
、
い
よ
長
浜
駅
(
宮
臼
i
0
1
5
6
)
、

い
よ
白
滝
駅
(
宮
日

0
2
1
0
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

下り

行 先 松山発 伊予市発喜多灘発 長浜発 出石発 白滝発 大洲発 八幡浜着

宇和島 5 : 58 6: 03 6: 11 6: 45 7: 06 
宇和島 6: 07 6: 30 7 : 06 7: 22 7 : 28 7 : 33 7 : 51 8: 14 
八幡浜 7: 44 8: 03 8: 36 8: 45 8: 50 8 : 55 9 : 12 9 : 35 
八幡浜 9: 11 9 : 33 10 : 08 10 : 19 10: 24 10: 30 10 : 58 11 : 19 
八幡浜 12 : 03 12 : 27 13 : 12 13 : 22 13 : 27 13 : 33 13 : 50 14: 11 
大訓| 12: 40 13 : 15 14: 02 14: 10 14 : 15 14 : 22 14: 39 
宇和島 14: 02 14: 42 15 : 16 15 : 28 15 : 32 15 : 38 15 : 56 16 : 17 
八幡浜 15 : 48 16 : 09 16: 47 16 : 59 17: 04 17 : 10 17 : 30 17 : 52 
八幡浜 17 : 16 17: 38 18 : 18 18 : 27 18 : 33 18 : 41 18 : 59 19 : 26 
八幡浜 18: 00 18 : 25 19: 04 19: 13 19 : 19 19 : 25 19 : 50 20 : 15 
八幡浜 18: 54 19 : 14 19 : 56 20: 05 20: 11 20: 28 20: 44 21 : 07 
長 i兵 20: 21 20 : 39 21 : 21 21 : 28 
大洲 21 : 24 21 : 46 22: 22 22: 30 22 : 35 22: 41 22: 58 
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年金.21世紀に向かつて国盟国

国
民
年
金

加
入
の
届
出
を

国
民
年
金
に
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
に
な
る
ま
で
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
加
入
の
区
分
は
次
の
三
種
類

で
す
。

①
第
一
号
被
保
険
者

自
営
業
や
農
業
な
ど
に
従
事
し
て
い

る
人
。

学
生
は
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

②
第
二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
。

③
第
三
号
被
保
険
者

②
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
会
社
を
通
じ
て

加
入
の
届
出
が
さ
れ
ま
す
が
、
自
営
業

な
ど
の
人
は
自
分
で
届
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
三
号
被
保
険
者
と
な
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
届
出
を
す
る
だ
け

で
、
個
別
に
保
険
料
を
負
担
し
な
く
て

も
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
自
営

業
へ
と
変
わ
っ
た
時
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
自
身
が
会
社
に
勤
め
る
よ

う
に
な
っ
た
時
は
、
そ
の
つ
ど
届
出
が

必
要
で
す
。

屈
の
受
付
は
、
役
場
住
民
課
で
行
つ

て
い
ま
す
。

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
き
ち
ん

と
し
た
届
出
と
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
叙
位
叙
勲
を

受
け
て
い
な
い
方

①
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
以
降
、

戦
争
に
関
す
る
勤
務
に
従
事
し
、
こ

れ
に
関
連
し
て
死
亡
し
た
旧
軍
人
軍

属
等
に
対
す
る
叙
位
叙
勲
を
受
け
て

い
な
い
遺
族
。

②
定
例
叙
勲
の
発
令
が
、
昭
和
十
五
年

五
月
以
降
昭
和
二
十
一
年
四
月
ま
で

の
問
に
行
わ
れ
た
に
も
か
か
ら
わ
ず
、

勲
記
ま
た
は
勲
記
及
び
勲
章
が
伝
達

さ
れ
て
い
な
い
旧
軍
人
軍
属
ま
た
は

そ
の
遺
族
。

③
定
期
ま
た
は
臨
時
叙
位
の
発
令
が
、

昭
和
十
九
年
一
月
以
降
昭
和
二
十
一

年
四
月
ま
で
の
聞
に
行
わ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
位
記
が
伝
達
さ
れ
て

い
な
い
旧
軍
人
軍
属
ま
た
は
そ
の
遺

族。こ
れ
ら
の
方
々
は
、
こ
の
事
務
が
昭

和
六
十
四
年
一
二
月
末
で
お
お
む
ね
終
了

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
早
く
愛
媛
県
県
民
福
祉
部
老
人
福

祉
課
(
宮

0
8
9
9
4
1
0
0
0
8
)

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

!が持い重のしげた他剰問迫の け浮 21 't:'-=-'-:"~~ “ 
!妻子三票実己注兵主差題 fE そ号;革~ 21 ~ 
jな自。あはるなと紀に農れを日空分 を 《 刊以
!の分こり 、。らすを伴産て抱本 2達生者仕官民g
j で達の大長こなる安う物いえは更のき ~I町傘コZ
1はのこき浜れ い た 定 農 輪 る 、 、 蒔 責て《和市じE
T な町とな町ら諸めし業入。新国期任ゅ~7)' f-~ 
jミのカ影にの聞にた問自高し内げをく jっ叶
だ今ら響と問題解、題由齢い外天認人》つ'》
ろ後もカつ題が決充、化化選につ識問~ __.. ~ 

jうを、をて解散し実そ、社択多七しと i7 ~ 
Jケ考よ持も決 在なしの過会をく九な ししとーι 前
) ~えりつ 7 過 す 吋 吋

1そで広こ 、」円一一~. ，、 ，. . 、 白りろで

は?福左近隣町村と協力を 22五空2
1めこ野間 苧り年と紀
1にとを違 長浜らしさを失わず 史、余こま

J 日月まあな田I
;日だるる村
のましで、と

)長だ、あの
1浜小遅ろ協
1町 されう力
!をなを。を
1変町と長深
iえでつ浜め
j大あて町る
5 きる は こ 尋iこ
J く 。な 1虫と
! す地らのが
;る域な発必
!と聞い展要
思の。は不

1う協長困可
1 0 力浜難欠
j がはでと

j と生 も てて発とのの者よべな環 そ福い浜
1 、き、とく 、にりよ生たうるつ境のを。町し
)心て我にる長しをう活ちな空ての た感本らか
1がい々かの浜、持な向が施聞い整めビ当しし
1引くこくでらまた安上雇設のる備に 4 にさ
1き若れ、はしたせ定を用の拡町がも 守町と蝋
1締者か長なさ、、し目さ増充道重 まど民ぃ威
1までら浜いと新旧た指れ設、の要だ旨がう問
1 るあ長町だいし未生さる等老改でま ? こ も に
i思る浜をろういの活な場で人修あだっとののと
(い。町良う も 文 伝 が け を あ 達 、 る 立三町をら
J がそをくかの化統町れ確るの子。ち工に見わ
iすの生す 0 が活的民ば保。憩供住遅 F暮 失 れ

るこ活る 自動ァ全なしそい達民れ主らつる
1 -0 と基 も 然がぶ員ら、ののがので大すであ
j を盤悪 と誘もにな町一場安生ぃ司、ごはま
1 考と く 生発の心い民方と全活るよとなり
1 えしす まさ去の。全でなに道生士にら
j る でる れれ市ゆこ員若る遊と活可幸な長

は
、
柔
軟
で
新
し
い
見
地
に
立
ち
、
よ
り
広
い
範

囲
か
ら
長
浜
町
を
眺
め
、
今
後
長
浜
町
が
果
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
を
確
立
し
て
ゆ
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
長
浜
町
が
快
適
で
質

の
高
い
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
観
光
・
工

業
・
福
祉
等
の
充
実
を
計
る
に
は
や
は
り
近
隣
市

中野利富

22歳・大越

直

閣

匝同

園

ー
白
滝
俳
句
会
l

一一
着
ぶ
く
れ
て
茶
築
の
動
き
肩
に
あ
り

一

宮

菊

枝

き
ら
き
ら
と
雲
の
か
か
れ
る
初
日
の
出

上
田
ミ
ツ
子

芝
焼
け
る
遠
慮
が
ち
な
る
火
の
走
り

上

田

孝

子

菜
の
花
や
土
塀
に
父
母
の
む
か
し
あ
り

上

田

正

羽
子
板
を
打
ち
返
す
手
に
老
い
を
知
り

岡
野
ノ
ブ
コ

石
蕗
の
芽
を
打
ち
で
気
ゃ
つ
け
る
蕗
の
茎

坂
田
ス
ミ
子

大
根
の
く
の
字
し
の
字
の
四
温
か
な

清

水

禎

子

父
の
忌
の
長
子
は
遠
し
寒
璃都

築
い
ち
子

白
鳥
の
退
屈
さ
う
に
水
温
む向

井

春
浅
き
荒
磯
あ
ら
う
波
の
花森

樽
動
の
枕
に
ひ
び
く
余
寒
か
な

上
回

菅
子

↑兄
子

ス
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i 
Jえ ヱろ

古口腔がんi 4]6倍

; 
i冠動脈性

心臓病

i17倍

え肝臓がん
葵1.7倍

i肝硬変

51.3倍;胃吋腸
かいよう

;21倍

め にし子 り女筋な姿は雪るの甲ーまではいな にが
か塾か f共最空 の力役勢向言ょ一期たし重現之がもん悶

通もの近すよに割の上主うつ治、 よ要在、ん影だび
舎い、遊は。うつを保し主にで療がうな、完の響けみ
にも狭ぴ都 にい果持て 8 しすはん。 予 喫 全 予 告 を < : " ら
土ヒし障f場 市 低てたゃい立まの、検 防煙と生及なれ
ベな 化 が 化 ドみ す 全 ま ( ) し で 最 診 プJ のい原ぼくる
でけしぐが しると身す善ょ、もに 詰習え周し、よ
遊れてん進 てとい的。立う積有よ の慣るがてさう

高52与で 24 主主午~ 0 宮?主 J主義ZEElミ
会らすなた 年 三て 動し 金 に予期 とめ方明すま喫
がな 。 i厚 齢歳いに、学 受防発 W る i1，ら 0 な煙
少しミそ可与 ものる重立 S 診方見 えこがか がは
なたれ、、 あ男管要位 3 す法・ る とな で ん肺

しび動時い 平きのとく?(<Q>….時 O 時<Q> 8 か<Q> if}j ~ ~ <Q> g 方後で
て の場聞の発足によくな 124. :304304:一..一:月ら 4 ‘ 29 24 17 10 3だ五 す四

2 7きは高土ふよエ;iz:品全Z32:地:liAZ;乳:日 H 日日日三宮 42
い遊をき礎のえし里子服し 5日 :.j ら日 ζ 日 : 区 : 月 日清石辻門菊すで付日
な び利る体子で、性また(}ツ: 3 3 ・ ;生対 : !日;水村 屋地 L で時日程
円、用だ力供いそ味で~ ~反 :8 時本時ド別:ま象町 :Jし:医病医医医 、間当

完主与 L723222 3皇:C: 主 主:壁:zii芸品jE毎毎星雲 差ヰE
で l子りりにいめれす 会茂 :G: 会 会:I妻:子和館バ建:52 52 52 52 52 は前は

す;三守主主君=三是空 Ej接; 所 所:稿:T2 午 j捗~~6666 霊ヰ奇
そ H し校 。望す供びこ 3舘 i撞: 午 午:号火:ん 5 後ログ:82122 患かと
うを く の 遊 み 0 のが 3笠 宮 しい・・・ 後 後 j火 o 月 1 i....; 8 7 7 0 0 者らむ
す流の運ぶた 偏ごび き 1 1 ・一..... 、時 3 5 4 2 9 の午り

なの半 f走りでだ機れ送育 O 後~ 30 灘 O 分ツ公 O 午 O 時櫛小 O 時大公 ~t交午 O 館守二
る汗数のましだ敏ば o館 4 1 4 分小 4 か反民 4 前 4 30生学 4 30和民 4 前 4 前
で 流を主せよ村|生五去 月時月 学月ら:鉱月 10月分小枝月分公館月午 10月午 10
しし越死んうでものさ午 28か 26 校 20 1 喜 ]8時 16 学 15 民 14後時 13後 時
ょがえ因。。骨身可ド、穴後日ら日 日時多午日 45日 校午日 館 T"R145日 1 45 
うそでは昭ぃ折によ、送 1 1 午 30灘前分 前 自立時分時分
。れい事和やすつようa 八時ツ時ツ 後ツ分小 10ツかツ 午 10ツ 午 10ツ 15か ツ 15か
をま故 五 そ き 貴 品 安 か 検 30反 1 検 学日寺検ら反 後時検 後時検分ら反分ら
避す死十れ」 渉 Qら・分 i 時・ 校 45 ・ 1]: 1 4S ・ 1 45 ・泊、 11: か 11
けが で八ばとち互交 1 B 町 15 B 分 B 時自 時分 B 時分 B ら時出ら 時
る、、年かもよ立さ時 C 体 分 C Tーか C 滝 lSか C 15か C 1 海 1
長ス総のりなつで o30 G 育 か G 後ら G 公 分ら G 分ら G 時櫛小 H寺大
善ポ死児でくと主安分: 館 ら: 1 11 民 か 11: か 11 : 30生学 30和
策 l 亡童はな転';';g 町 1 喜 時時 (1 館 ら時出 ら時豊分小校分公
とツの生あるんリ、 f本午時多 15 i竜 1 海 1 茂学 民

が
ん
の
発
生
率
在
高

川
急
増
し
て
い
る
州

川
肺
が
ん
の
死
亡
率
川

が
ん
は
昭
和
五
十
六
年
以
来
、
日
本

の
「
病
気
に
よ
る
死
亡
原
悶
」
の
ト
ッ

プ
を
占
め
て
い
ま
す
。
が
ん
に
よ
る
死

亡
の
中
で
死
亡
率
が
最
も
高
い
の
は
胃

が
ん
で
、
そ
の
次
が
肺
が
ん
で
す
。

一sG

壇
翻
由
回

と
こ
ろ
が
ご
こ
数
年
、
肺
が
ん
に
よ

る
死
亡
率
が
急
上
昇
し
て
い
ま
す
。
肺

が
ん
の
岡
山
困
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

な
か
で
も
喫
煙
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

多
く
の
報
告
が
あ
り
、
い
ま
改
め
て
た

は
ご
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ば

こ
と
肺
が
ん
の
関
係
は
、
喫
煙
量
が
多

い
ほ
ど
、
ま
た
、
喫
煙
開
始
年
齢
が
若

んが

倍

臓
F
h
J

す

@非喫壇者と比較した

喫煙者の死亡率

喉頭がん
20.31膏

食道がん
2.11音

肺がん
4.1倍

胃がん
1.5倍

園田園圃喫煙とがんの関係

泥と土手供が健康
二hτL、る

泥
と
土

子
供
が
健
康

こ
ね
て
い
る

い
ほ
ど
、
が
ん
の
発
生
率
が
高
ま
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の

例
え
ば
、
た
ば
こ
を
吸
う
入
が
肺
が

ん
で
死
亡
す
る
確
立
は
、
吸
わ
な
い
人

の
四
・
一
倍
(
図
参
照
)
に
な
る
と
い

う
デ
タ
が
で
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

日
五
七
本
以
上
吸
う
人
は
、
そ
の
確
立

が
八
・
六
倍
に
上
が
り
、
そ
れ
以
上
吸

う
人
は
さ
ら
に
死
亡
率
が
高
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

影さ
醤ま
をざ
及ま
ぼな
すが
隈ん
煙に
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であか
、 り れ 二 亨

五方た月 エ
十」二十 り

平主主合 づ
か、)同一 く
参マ「町 h 
力日に土也 f本 ソ

、域育、の
表長資館(
茄浜源で地あ
者町の、掛川
は商活地£ソ
、工用域自?子

地会策活 1正てよ
域がと性化を

け熱男で、委らトコ主ま化謹-=!:?
て心講あ員わ・ン催ち講 22Tラ
いに時る会こ商サしづ演 ì~ :i 
た 耳 与 倉 委 し 工 ル た く 会 宮子
。を??重員実会タもりが) 'd 

{t頁 h 忠長行むンのの問、

τil口口口 [l口口口口口口口口口口

けとに 魅力ある公民館活動を
るに功

方よ労 ~長浜町公民館研究大会~
々りカず
。 表 あ 民 写 を 意 活 に を ば ど 域 研
彰つ館真行見動、テょうの究三
をた活はア交等実 l いあ特大月
受 こ 動 公 弓 換 、 践 マ 己 れ 性 会六

をカず日
生開
かか中
しれ央
た 、公

魅約民
力 百館
あ三で
る十
公 人長
民が浜
館参町
活力日 公
動 -4民
は地館

季
節
は
ず
れ
の
お
年
玉

ー
年
賀
は
が
き
一
等
当
選
J

いとでとが子け体賞永の幸で
た感驚思当さ取型品ーは運、二
。如、いったんつカの夫、を年月
をててるはたメピさ長射賀二
述いいも ー斗妻ラデん浜止は十
べるたのイ 也 砂 を オ で の め が 二
て己 のだ人代受一、頼たき日

等伊
当予
選長
者浜
の郵
受便
賞局
カず戸¥

行有
わ友
れ重
た歳
。局

こ長
。フ~

口口口口口口口口口口口口口口ゴ[

'!) 

i与~ø
豊川
戊口
の円
未TFZ
来た己

見日
つじ]

め rl

二
月
二
十
八
日
、

豊
茂
公
民
館
で
、
豊

友
会
(
大
本
昭
裕
会

長
)
発
足
二
十
周
念

記
念
式
典
が
聞
か
れ
、

会
員
、
関
係
者
合
わ

せ
て
六
十
人
が
参
加

し
た
。
開
会
式
の
あ

と
、
講
演
、
討
論
会

が
行
わ
れ
、
今
後
も

豊
茂
の
将
来
の
た
め
、

積
極
的
な
活
動
を
し

よ
う
と
決
意
を
新
た

に
し
た
。

ー
豊
一
友
会
発
足
記
念
大
会
J

一
翻
閣
官
出
幽
一

一
新
刊
図
書
案
内

G

G

~

~

ご

般

図

書

一

一

T

F

P

~

情

報

・

社

会

・

人

間

轟

本

匠

仙

閉

山

4
E多

一

日

本

放

送

協

会

放

送

魂

?

っ

瓦

ユ

ミ

ゴ

豆

一

~

文

化

調

査

研

究

所

編

1
U
Jし
£
」
ζ
一

一

情

報

深

呼

吸

の

す

す

め

「

r

亀
戸
空

一

森

谷

宣

障

〈

〈

量

一
こ
れ
で
は
じ
め
て
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る

4

今
井
信
行

武

田

信

玄

~

と
き
が
と
く

新
田
次
郎
~

川
田
順
造

E

{
児
童
図
書
}

h

意
地
の
心
理

く
ま
た
く
ん
の
え
ほ
ん
(
全
日
巻
)
一

佐
竹
洋
人

渡
辺
茂
男
川

~
未
練
の
心
理

い
も
と
よ
う
こ
の
え
ほ
ん
(
全
国
巻
)
岬

~

山

野

保

い
も
と
よ
う
こ

~
人
を
見
ぬ
き
人
を
活
か
す

の
り
も
の
え
ほ
ん
(
全
日
巻
)
一

~

藤

公

一

房

砂

田

弘

他

炉

一

日

本

の

食

生

活

全

集

ワ

ー

ル

ド

・

メ

ル

ヘ

ン

~

一

農

村

漁

村

文

化

協

会

d

イ
ギ
リ
ス
ハ
ム
リ
ン
社
円

叫
い
の
ち
輝
い
て

こ
ら
し
い
創
作
童
話
(
叩
冊
)
~

川

白

川

和

子

寺

村

輝

夫

他

~

岬
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
森
(
上
)
(
下
)

類
別
民
話
と
伝
説

(
3
千

話

)

一

一

来

上

春

樹

~
コ

l
ジ

菟

桜

井

徳

太

郎

他

一

』

↓

2

1

{

!

?

大
石
真
児
童
文
学
全
集
(
全
日
巻
)
』

J

制
度
二

I
三

大

石

真

叫

岬

i

メ

~

〆

見

フ

め

い

た

ん

で

い

ス

ー

パ

ー

わ

ん

岬

岬

品

柄

ソ

ペ

P
ノ
~

~

J

Z

メ

ア

リ

l
B
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
僻

五

静

子

、

長

多

L

m
代
の
本
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
全
部
巻
)
一

h

d醇
輯
蝿

V
l
-
長
¥

M

H

ロ
シ
ア
ソ
ビ
エ
ト
文
学
編

P

議
欝
瞳
喝

fれ
し
内
動
物
の
記
録
シ
リ
ー
ズ
(
全
ロ
巻
)
一

~

i

i

t

学

研

{
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わ
た
し
の

町
マ
つ
く
り
提
案

臨盟盟園わたしの園丁づくり@警察の窓

つ
/

関口門明と一1
4
一

長

浜

町

l
f

ヘ
嫁
い
で

A
7
一

二

十

年

の

日

リ

一

月

日

が

流

'

b

一

れ

、

日

毎

、
同
一
に
こ
の
わ
が
町

H

な
が
は
ま
N

4
F

幅
一
が
、
心
安
ら
ぐ
愛
し
い
町
と
し

可
一
て
、
私
の
心
を
大
き
く
占
め
る

U
E
r
一
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

(
〈
一
海
あ
り
、
山
あ
り
、
川
あ
り

干
し
一
と
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
住
め

元
一
る
こ
と
、
更
に
骨
を
埋
め
る
こ

一
コ
一
と
の
出
来
る
こ
と
を
、
今
と
て

心
ィ
一
も
幸
せ
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

/
ム
幼
少
の
頃
、
訪
ず
れ
た
水
族

館
は
、
今
も
私
の
胸
の
奥
深
く
に
あ
り
、

長
浜
の
沖
に
は
竜
宮
城
が
あ
り
乙
姫
様

が
住
ん
で
い
る
よ
う
な
錯
覚
さ
え
感
ビ

で
い
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
す
る

こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
大
い
に
利
用
す

べ
き
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
古
い
歴

史
と
伝
統
に
育
ま
れ
た
長
浜
町
民
と
し

て
、
恥
ず
か
し
く
な
い
人
生
を
送
る
た

め
に
も
、
古
き
上
に
立
ち
、
新
し
さ
を

求
め
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
日
頃
の
も
ど
か
し

き
を
解
消
す
る
た
め
に
、
町
ゃ
つ
く
り
の

提
案
と
し
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す。
ま
ず
一
つ
、
観
光
面
に
お
い
て
、
大

い
な
る
肱
川
を
利
用
し
て
の
帆
か
け
船

由
滝
@
清
水
禎
子

(
府
歳
)

を
浮
か
ば
せ
て
欲
し
い
ご
と
。
あ
わ
せ

て
H

海
の
市
H

開
催
の
す
す
め
。

二
つ
、
教
育
面
に
お
い
て
、

N

み
か

ん
と
い
り
こ
給
食
H

の
す
す
め
。

三
つ
、
な
ん
で
も
μ

長
浜
一
山
発
掘

の
す
す
め
。

以
上
三
点
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く

述
べ
て
み
ま
す
。

一
つ
め
の
帆
か
け
船
。
昔
、
運
搬
船

と
し
て
使
わ
れ
た
帆
か
け
船
は
、
子
供

達
に
と
っ
て
も
夢
と
希
望
を
与
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
肱
川
の
河
口
か

ら
瀬
戸
内
海
、
大
平
洋
へ
と
続
く
海
の

ロ
マ
ン
も
。
そ
し
て
こ
の
様
な
船
で
も

世
界
中
を
回
れ
る
こ
と
も
-
t
o

白
帆
の

船
は
観
光
を
か
ね
、
滝
川
か
ら
河
口
ま

で
下
り
、
河
口
に
は
山
海
の
市
u

を
開

催
し
、
新
鮮
で
安
い
魚
や
海
産
物
を
ど

ん
ど
ん
売
り
ま
く
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

実
際
、
海
の
そ
ば
に
い
て
も
、
長
浜
の

魚
は
あ
ま
り
に
高
す
ぎ
る
。
海
産
物
に

し
て
も
、
八
幡
浜
の
方
が
安
い
の
は
ど

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

二
つ
目
、

H

み
か
ん
と
い
り
こ
給
食
H

の
す
す
め
に
つ
い
て
。
ど
こ
の
町
村
に

お
い
て
も
、
給
食
制
度
が
し
か
れ
て
い

る
が
、
わ
が
町
は
以
前
か
ら
、
町
長
さ

ん
が
母
親
の
つ
く
る
弁
当
が
一
番
と
大

切
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
弁
当
ほ
ど
、
母

と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か

る
最
良
の
も
の
は
な
い
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。そ

こ
で
、
海
の
町
の
豊
か
な
産
物
「
い

り
ご
」
と
山
の
産
物
「
み
か
ん
」
ど
ち

ら
も
、
わ
が
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で

生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
、
子
ど

も
達
(
幼
保
小
中
を
通
し
)
に
、
い
り

こ
は
年
中
、
み
か
ん
は
シ
ー
ズ
ン
の
み

給
食
と
し
て
与
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

給
食
施
設
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
れ
ば

易
い
こ
と
と
思
う
が
如
何
で
し
ょ
う
。

海
に
育
っ
て
泳
げ
な
い
子
が
い
る
よ
う

に
、
「
い
り
こ
」
さ
え
食
べ
れ
な
い
子

た
で
支

が
あ
る
現
状
。
更
に
逗
し
い
子
ど
も
を

育
て
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
就
労
婦
人
は

増
え
、
子
育
て
に
手
抜
き
が
み
ら
れ
、

「
袋
の
味
」
に
満
足
し
、
も
や
し
っ
子

の
よ
う
な
骨
の
弱
い
子
ど
も
達
を
み
る

に
つ
け
、
わ
が
町
の
産
物
を
大
い
に
利

用
し
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
。

生
産
者
も
潤
い
、
明
日
の
長
浜
を
担

う
子
供
達
も
逗
し
く
育
て
ば
こ
れ
以
上

の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
つ
目
、
な
ん
で
も
庁
長
浜
一
ω

発

掘
に
つ
い
て
。
一
万
二
千
人
近
い
町
民

の
中
に
は
、
い
ろ
ん
な
特
技
や
特
性
を

も
っ
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
は
ず
で
す
。

子
ど
も
も
大
人
も
、
も
っ
と
も
っ
と
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
培
っ
て
も
ら
う
た
め

に
も
こ
の
項
目
を
あ
げ
た
の
で
す
。
昨

夏
の
肱
川
カ
ヌ
l
下
り
を
み
ま
し
た
が
、

あ
の
勇
壮
な
眺
め
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

四
十
七
歳
の
私
で
さ
え
、
ま
だ
カ
ヌ
ー

に
挑
戦
し
肱
川
を
下
る
夢
を
も
っ
て
い

る
の
で
す
。
年
に
一
回
で
も
良
い
、
「
何

で
も
長
浜
一
大
会
」
を
催
し
、
「
お
て

だ
ま
犬
会
」
「
ケ
ン
玉
大
会
」
「
ボ
ー

ル
投
げ
大
会
」
「
な
わ
と
び
大
会
」
「
漢

字
書
き
取
り
大
会
」
「
本
読
み
ス
ピ
ー

ド
大
会
」
等
々
催
し
、
年
ご
と
に
記
録

に
挑
戦
し
、
や
る
気
を
起
こ
す
こ
と
は

ど
う
、
だ
ろ
う
。
又
、
隠
れ
た
「
も
ぐ
り

長
浜
こ
「
仲
人
成
功
こ
「
子
宝
こ

「
納
税
こ
「
電
話
使
用
料
こ
「
酒

呑
み
こ
等
々
、
ユ
ニ
ー
ク
な
長
浜
一

を
競
う
の
も
面
白
い
。

子
ど
も
達
は
今
、
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
や

パ
ソ
コ
ン
等
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
で
す
。
こ
の
よ
う
な
余
暇
を
利
用
し

て
出
来
る
目
的
を
持
た
せ
ば
、
子
ど
も

の
み
な
ら
ず
老
人
に
と
っ
て
も
、
生
き

が
い
を
み
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
は
誰
で
も
、
他
人
に
認
め
ら
れ
る

こ
と
で
意
欲
を
湧
か
せ
、
更
に
や
る
気

か
ら
希
望
を
持
ち
、
明
る
い
人
生
が
送

れ
る
と
思
う
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

自
分
達
が
住
む
、
い
や
住
ん
で
い
る
町

を
愛
す
れ
ば
こ
そ
考
え
ら
れ
る
、
今
か

ら
す
ぐ
で
も
実
行
で
き
る
も
の
で
す
。

人
生
八
十
年
の
時
代
に
生
き
る
私
達
、

日
々
平
凡
に
生
き
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
そ
の
中
で
充
実
し
た
日
々
を
送
る

た
め
の
「
ま
ち
ゃ
つ
く
り
」
の
ア
イ
デ
ア
、

提
案
募
集
を
し
て
い
た
だ
き
、
考
え
夢

を
の
べ
さ
せ
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
感
謝

し
ま
す
。電

柱
に
登
ら
な
い
で

初
夏
に
か
け
て
、
電
柱
に
「
す
ず

め
」
や
「
や
ま
が
ら
」
な
ど
が
巣
を

つ
く
る
季
節
で
す
。
児
童
、
生
徒
の

、
感
電
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
巣
を
取
ろ

う
と
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

小
鳥
の
巣
を
取
る
た
め
に
電
柱
に

は

絶

対

登

ム

ら

な

い

よ

ヶ

う
に
し
ま

し
ょ
F
7
。

一

四
国
電
力

新
入
学
児
童
@
園
児
の

交
通
安
全

O
家
庭
で
は
、
正
し
い
安
全
指
導
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
「
必
ず
止
ま
っ
て
確
か
め
る
習

慣
」
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

0
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
子
供
を

見
か
け
た
時
に
は
、
除
行
、
ま
た
は
一

時
停
止
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
違
法
駐
車
は
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
子
供
の
飛
び
出
し

事
故
の
原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

盗
難
被
害
の

現
場
は
そ
の
ま
ま
に

盗
難
は
、
最
も
身
近
な
犯
罪
で
す
。

皆
さ
ん
の
早
い
届
け
出
が
早
期
解
決
に

つ
な
が
り
ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た
時
は

現
場
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
ま
ず
一
一

O

番
し
て
警
察
の
指
示
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

表
出長

聖海浜
幸港島
1t: 田 1立ノ
防子梅 1早ノ
会次
暫供郎
通さ
績会ん

卒
業
中
小

長
浜
の
島
田
梅
次
郎
さ
ん
(
七
二
)

は
花
ゃ
つ
く
り
に
よ
る
環
境
美
化
に
、
出

海
の
港
子
供
会
(
尾
野
幸
太
郎
会
長
・

(
六
人
)
は
防
火
活
動
に
そ
れ
ぞ
れ
功

績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
月
二
十

四
日
、
八
幡
浜
青
果
農
協
営
農
管
理
セ

ン
タ
ー
で
聞
か
れ
た
、
資
源
愛
護
・
住
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(お岸本印刷

民
活
動
推
進
大
会
の
席
上
、
大
野
富
士

男
愛
媛
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

大
洲
地
方
協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

印刷

一一霊
長
浜
体
協
A

4
位

長
浜
駅
伝
競
走
大
会

二
月
十
四
日
、
第
二
十
二
回
長
浜
駅

伝
競
走
大
会
が
開
か
れ
、
一
部
(
一
般

ク
ラ
ブ
)
二
十
一
チ

l
ム
、
二
部
(
町

内
職
域
)
三
チ

l
ム
、
一
二
部
(
高
校
生
)

五
チ
l
ム
、
オ
ー
プ
ン
参
加
(
中
学
生
)

八
チ

l
ム
、
合
わ
せ
て
三
十
七
チ

l
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。上

位
入
賞
チ

I
ム
お
よ
び
成
績
は
次

の
と
お
り
。

{
一
部
}
⑧
大
洲
体
協
1
時
間
泊
分
叫

秒
②
保
内
体
協
1
時
間
担
分
印
秒
③
伊

予
市
体
協
A
1
時
間
担
分
印
秒
④
長
浜

体
協
A
1
時
間
担
分
位
秒
⑤
つ
ば
め
走

遊
会
1
時
間
部
分
自
秒
⑥
大
西
ク
ラ
ブ

1
時
間
部
分
自
秒

{
一
一
部
一
⑧
消
防
長
浜
1
時
間
叫
分
侃

秒
②
長
浜
ど
ん
ぐ
り

l
ず
カ
レ
イ
組
1

昭和63年 4月 1日発行(毎月 1日発行)昭和田年 4月号

時
間
的
分
伺
秒

一
=
一
部
]
⑧
内
子
高
等
学
校
1
時
間
担

分
幻
秒
②
帝
京
第
五
高
等
学
校
1
時
間

担
分
却
秒

一
オ
ー
プ
ン
参
加
}
⑧
長
中
三
年
有
志

1
時
間
品
分
四
秒
②
長
中
サ
ッ
カ
ー
部

A

1
時
間
品
分
口
秒
③
長
中
野
球
部
A

1
時
間
制
分
却
秒

部長洪駅伝総主主寄
付
採
納

O
大
和
保
育
所
六
十
二
年
度
母
の
会
一

同
(
代
表
・
:
泉
田
千
富
)
:
・
移
動
物
置

(
窓
下
)
を
大
和
保
育
所
へ
。

O
長
浜
の
金
津
敏
子
さ
ん
(
五
八
)
:
・

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
他
四
十
二
冊

を
町
立
図
書
館
へ
。

φ1: ロ

婚
後 2 2月長浜町役場届出分(敬称略)

子門山後氏 2 普2
島口崎藤 月波下

異 名届回三
清宏知政 出 tiふ
香和子次霊空1
~__.---..._...---...._...--.届敬訪
一、二二二時称カ
二五豆六八年略二
...___........___.......___.... ...___.....齢)ん

/ーー¥、 ~、

大出松今住
洲山
市海市坊所

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

上

杉

賢

一

二

男

直

也

演

田

誠

長

女

英

梨

香

笹

田

信

之

二

男

大

貴

池

浦

雅

一

長

男

慎

一

住

所
下
須
戒

長

浜
仁

久

中

甫

l v 
y 
M 

白長白須 沖
柴

i竜 j兵 j竜 t尺?~有

鎌石矢加谷東
田田原納湖

二

男

辰

憲

二

女

智

永

長
女
利
江
子

長

女

彩

子

長

男

哲

也

長

女

千

恵

美

圭満定芳義 富
二義博彦博男

お
く
や
み

坊浜浜 j竜島久 j竜坊海生生所

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

氏

名

死

亡

時

年

齢

菊

地

芳

房

(

五

八

)

村

上

初

子

(

七

八

)

垣
内
ト
シ
ヱ
(
八
七
)

井
上
シ
ノ
ブ
(
八
一
二
)

西

岡

澄

子

(

八

七

)

漬
上
ア
サ
子
(
七
八
)

古

中

敏

喜

(

七

O
)

久
保
田
ス
ヱ
コ
(
八
三
)

菊

地

ハ

ナ

ヨ

(

九

二

中
野
と
み
ゑ
(
六
九
)

山

中

昭

文

(

五

七

)

今長長白青仁白今出櫛櫛住

島

陽炎もえ風光る季節、まさ

に陽春である。ごの月は明日音

こ もごもの思いを誘う月でも

ある。入学・就職や、栄転・

昇進の喜びにわく人、不合格・

単身赴任に奮起する人等々、

さまざまである A 郷土の俳人

高浜虚子は「人聞は自分の力

も白う子てヲ式してみないうちは

わからぬものに官柔。自分の言忍

耐力・力量・強情の度合いも、

やってみないと見当のつかぬ

ものに候。機/会は何でも避け

ないで、自分の力量 を 試 験 す

るのが一番かと存じ候」とい

った内容の書筒を夏 目 激 石 か

ら も ら い 、 自 分 の生活態度と

したと い う 。 我 々もこの生活

態度を見習い、機会をのがき

ず、真剣で謙虚な生活を送り

たいものである。学校や官庁

も転任や配置替えが あ る 。 新

しい職場に早く慣 れ、自分を h

磨き、相手の立場になって職 b
務を遂行されたい血瀬戸大橋

が四月十日に開通し本土と直

結になる。まさに四国の夜明

け である。四国四県はこぞっ

て道路や施設の整備を図り、

四 国 の 発 展 を 図 って欲しい o '11 

長 浜町も開発構想の完遂に力 y
を注ぎ" i発展の基盤は人づく L
りにある」ことを忘れず¥豊旨

かで住みよい新生長浜づくり F

に、町民あげて寄与されるこ

とを祈念してやまない。

広報ながはま

側
一
編
集
後
記
鰯

わ
待
た
せ
し
ま
し
た
。
広
報
な
が
は

ま
四
月
号
で
す
。

早
い
も
の
で
、
広
報
を
担
当
し
て
一

年
が
骨
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
「
あ
っ
」

と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
が
、
十
年
分

く
ら
い
の
経
験
を
し
た
(
気
が
す
る
)

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
が
知
ら

な
い
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
の
連
続

で
、
頭
の
中
に
入
っ
て
く
る
情
報
を
処

理
す
る
前
に
次
の
情
報
が
入
っ
て
く
る

(
前
の
記
憶
は
消
え
て
な
く
な
る
)
と

い
う
、
私
の
能
力
を
超
え
た
毎
日
で
も

あ
り
ま
し
た
。
取
材
先
で
お
世
話
に
な

っ
た
方
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
お
会
い
し
た

時
は
芦
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
「
広
報
な
が
は
ま
」
を

よ
ろ
し
く
わ
願
い
し
ま
す
。
(
こ
)

数

人rJをふやしましょう

3月1日現在 高可月との上七車交

11，906人 2人減
人 [_J (男 5，似人) 2人罪)女 6，302人 4人

世 帯数 3，810世帯 土 0

帯世口人


